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り，次の 6 章より構成されている O




















第 5 章ではランダム位相光を用いたプラスチック・シェル・ターゲットの高密度圧縮実験に 2 次核融
合反応法を適用し爆縮フ。ラズマの電子系が中間フェルミ縮退状態となっていることを初めて実験的に
示している。












的に確立している O まず， CR -39の使用環境に対する条件として，現状の爆縮実験における X線，
7 線を含む混成放射線場において， X線 r 線がCR-39の特性に与える影響は無視できることを明









4) DD核融合反応で生成するエネルギー lMeV の三重陽子の 2 次核融合反応を利用することにより，
高密度爆縮プラズマ中における電子系のフェルミ縮退度の直接測定が可能であることを理論的に示し
-460-
ている O この方法をランダム位相光を用いたプラスチック・シェル・ターゲットの爆縮実験に適用し，
爆縮プラズマの電子系が中間フェルミ縮退状態となっていることを初めて実験的に示している。
5) 2 次核融合反応率と爆縮プラズマの平均的温度を測定し，コアプラズ、マの密度が液体DT燃料密度
の600倍となっていることを示している。
以上のプラズ、マ診断技術およびターゲット圧縮に関する知見は，プラズ、マ理工学，電気工学の発展に
寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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